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秒固県鹿角市大沼温泉近くの地熱地域に掘さくされた蒸気井よりえられ

た噴気である.この地域は三菱金属鉱業(株)カミ地熱開発を行なってい

る.ここでは1,000～1,500m深度より熱水をまじえた蒸気がえられる.

現在新い'生産井も掘さくされている.天然蒸気を利用した地熱発電

を目的とし発電の開始が近い将来に予定されている.したがって現

在のところ天然蒸気は利用されてい枚く大気申に放出され諸テスト

が行われている.

坑井から噴出してくる熱水まじりの蒸気はセパレｰタｰを通って蒸気

と熱水に分離される.分離された蒸気がサイレンサｰから放出されて

いるのが写真の右手である.左手の槽に熱水がみちびかれる.写真

にははいっていないがこの熱水はパイプで注入井のあるところまでは

こぱれ地下に注入還元されている.

(文馬場健三写真正井義郎)�


